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主な業績 
 

 品種など新技術の普及には、普及拡大に向けた技術開発者の取り組みだけではなく、
生産者、実需者の意識・ニーズが共有されなければ成功しない。そこで本研究では、育
種や技術開発研究の成果を迅速に普及させる手法を開発し、技術開発研究の推進と迅速
な新技術普及の同時実現を目指した。 
 
●技術開発の効率化と研究成果の迅速かつ効果的な普及を目的に、１）ニーズ共有・情
報コミュニケーション手法の開発、２）新技術普及コンソーシアムの効果的な構築手法
の開発、３）コーディネート技術の開発を行い、研究と実践をつなぐ「アクションリ
サーチ手法」により効果を実証した。 
●新品種の普及には、研究者等が自ら現場に足を運び、生産者や企業の情報やニーズを
的確に把握し利害調整を図ることで促進できることを実証。この活動は、生産者・研究
者・実需者の橋渡し活動であり、各者の相互理解・相互学習の促進と信頼関係の醸成に
よる普及促進効果を証明した。 
●自ら設立したコンソーシアムを通して、プロモーション活動のタイミングなどを検証
し、新品種の効果的な普及プロセスを明らかにした。同手法を実践することで生産者や
実需者が新品種や新技術を活用する動機の喚起に成功した。 
●コンソーシアム方式による迅速な技術普及方策についての重要なポイントを共創的連
携のための８箇条として提示し、新品種普及を促進するコーディネーターの役割を示し
た。 
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２ 業績の概要 

 新品種の普及について、自ら設立したコンソーシアムを通して効果的な普及手法を明
らかにし、実際に成果を上げている点や、今後の６次産業化の推進にも有用な手法であ
ることなどが高く評価された。 



 ６次産業化を進めるコンソーシアムを全国に設立し、技術開発成果の普
及と地域活性化が同時に実現可能。 
 育種プラットフォームの設立により、画期的なオーダーメード育種が促
進され、研究開発のスピードアップが図られる。 
 研究開発拠点プラットフォーム（推進組織）を設立することにより、世
界対して強い競争力を持つことができる。 

 本研究では、育種や技術開発研究の成果を迅速に普及させる手法を開発し、技術開発研究
の推進と迅速な新品種普及の同時実現を目指した。 
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 新品種・新技術の普及による強い農業の実現に向けて 
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